人造人間 戦車の 機密 

—— 金 博士 シリ— ズ • 2 —— 

海 野 十三 



ま と シャン ハイ 

魔 都 上海に、 夏が 来た。 

きん はかせ 

だが、 金 博士 は、 汗 も かかないで、 しきりに 大きな 

ておしし き きでんき 

手 押 式の 起電機 を 廻して いる。 室内の 寒暖計 は、 今 

ちょうど 十三 度 を 指して いる。 ばかに 涼し い 室で ある _ 

それ も 道理、 金 博士の この 実験室 は、 上海の 地下 二百 

メ ） ^ル のと ころに あり、 あの 小うる さい 宇宙線 も、 

完全に 遮断され て あるので あった。 

きせ い 

天井裏の ブザ— が、 奇声 をた てて 鳴った。 



「ほい、 また 来客 か。 こう 邪魔 をされ て は、 研究 も 何 

も 出来 やせん」 

ぶしょうひげ うさぎ しっぽ 

博士 は、 例の 無精髭 を、 兎の 尻尾の ようにう ごかし 

て、 天井裏 を 睨みつ けた。 

しょうかいせき かっか みっし 

「博士、 御 来客です。 醬買石 閣下の 密使 だそう です。 

はい、 只今、 X 線で、 身体 を しらべて みました が、 何 

さよ ラ.？ 

も 兇器 は 所持して 居りません。 どういた します か」 

姿 は 見えない が、 声 だけの 秘書が、 用事 を 取次いだ。 

みやげ 

「何 か 土産 を 持って いる 様子 か」 

「なんだか、 大きな 風呂敷 包 を、 背負って 居ります。 

どうやら 羊か问 からしく、 X 線 を かける と、 長い 



味に 目がない こと を 知っていて、 大きな もの をせ びり 

よる。 よろしい。 では、 その 設計図 を やろう。 これが、 

そうだ。 組立の ときには、 わしに 知らせれば、 行って 

指導して やっても いい。 しかし そのと き は、 うんと 

だいしょうぶ つ 

代償 物 を 用意して 置け よ」 

そういって、 金 博士 は、 大きな 青写真に とった 設計 

図 を、 惜し気 もな く 密使に 渡して しまったので あった。 
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ら、 主席に よろしくお 察し 願いたい」 

ほうび 

「それ はよ ろしく 察して 居る。 褒美に は、 何 を とらせ 

ようか。 カン ガル— の 燻製 はどう だ」 

「いや、 カン ガル— は 動物園の ような 臭いが していけ 

ません。 —— いや、 それ は ともかく、 想像して いた 以 

上に、 これ は 実に 立派に ひかれた 製図で ございま すが、 

更に その 内容に 至って は、 正に 世界 無比の 強力 兵器 だ 

と 申して よろしい と 存じます」 

「それで、 わしに は 鳥渡 分らん ところ も あるから、 お 

前、 この 図に ついて、 報告せ よ。 一体、〃 人造人間 戦車" 

と は、 どんな もの か」 



「余計な ごま 化し は ゆるさん」 

「ごま 化しで は ございません。 フット ボ— ル 競技に 於 

て、 さっと プレ -l が、 さっと スクラム を 組みます 

が、 つまり あれと 同じように、 人造人間が、 たちまち 

スクラム を 組む ので ございます。 そしてた ちまち 人造 

人間の スクラム によって、 一台の 戦車が 組立 てられ ま 

ごうごう ひぴ 

して、 こいつが、 轟々 と 人造人間 製の キヤ タビラ を 響 

かせて 前進 を 始めます。 いかがで ございま すか。 これ 

でもお 気に 召しません か」 



ていたが、 結局、 主席が 最後に にこに こ 顔で 腰 を 据え 

ると ころ は、 外ならぬ 人造人間 戦車の 主要 部分品で あ 

ると ころの 人造人間が、 山と 積まれて いる 倉庫の 前で 

あった。 

(や あ、 いつ 見ても、 ええ もの じ やのう) 

主席 は、 心の中で、 すこぶる 満足の 意 を 表する ので 

あった。 

そこに は、 出来た ばかりの 人造人間が、 ぴ— んと 

こうちょく あきびん 

硬直した まま、 ビ— ルの 空壜を 積んだ ように 並べら 

れ てあつた。 実に、 世に もめず らしい 光景であった。 

「おい。 油 学士。 この 人造人間 は、 もうう ごくよう に 
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「おい、 たいへん、 たいへん」 

せっこう しゅうちょう 

五 人の 原 地 人 斥候 は、 酒 をのんで いる 酋長のと こ 

ろへ、 とびこん できた。 

そうぞう 

「なんじ や、 騒々 しい」 

「たいへん もたい へん。 あの 醬 なんとか いう 東洋人 

やしき しがい 

の 邸の 中には、 死骸が 山の ように 積んで あります。 

あの 東洋人 は、 弱そう な 顔 をして いたが、 あれ はお そ 



ろしい 喰 人種に ちがいありません。 たいへんな もの 

が、 移民して きた ものです」 

「えつ、 それ は 本当 か。 死骸が 山の ように 積んで あ 

るって、 どの位の 数 か」 

さかずき 

酋長 は、 盃 を 手から 取り落として、 胸 をお さえた _ 

「その 数 は、 なかなか 夥 しい。 ええと、 どの位 だつ 

たかな」 

「そうさ、 あれ は、 たいへんな 数 だ。 九つと、 九つと 

もう 一 つ 九つと、 九つと まだまだ 九つと 九つと 九つと 

…：- J 

斥候 は、 汗 を 額から たらたらと 流しながら、 妙な 方 



ていた。 

ぼうろう 

ただ、 かの 醬の 陣営の 目印の ような 高き 望楼に は、 

へ ん ぽん おお はた ひるがえ 

翩飜と 大旆が 飜 つていた。 

はた さじき 

その 旆の 下に、 見晴らしの いい 桟敷が あって、 醬主 

席 は、 幕僚 を 後に したがえ、 口 をへの 字に 結んで いた。 

この 望楼の 前に は、 百万 を 数える 人造人間が、 林の 

ように 立って 居り、 その 望楼の 後に は、 これ は 赤い 血 

の 通った 醬軍 百万の 兵士た ちが、 まるで ヮ ー ルド -シ 

ありさま 

リ ー ズの 野球 観覧 を するとき の 見物人の ような 有様で、 

詰め かけて いた。 

雲霞の ような 原 地 人 軍 は、 ついに 前方 五 千メ— トル 



がらがら がらと 疾走 を 始めた。 但し 原 地 人 軍の 方へ 

向って 前進し ないで、 何 を 勘ち がいした か、 あべこべ 

に、 醬 軍の 方へ 向けて、 全速力で 後退 を 始めた ではな 

ヽゝ o 

レ 力 

呀 つ！ 

それ は、 ほんの 一 瞬間の 出来事 —— いや、 悪夢で あつ 

たように 思われる。 一 万 台の 人造人間 戦車 は、 電撃の 

如く、 呀っ という 間に、 醬 主席 を はじめ 全軍 一兵の こ 

らずを 平等に その 鋼鉄の 車体の 下に 蹂躪し 去り、 それ 

なお 

から 尚 も 快速 をつ づけて、 やがて、 そこから 三百 キロ 

はま 

向う の 海の 中へ、 さ つ としぶき を あげて 嵌り こんで し 
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